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部
活
動
地
域
移
行

体
制
整
備
業
務
委
託

歳出
406万円
増

　６月定例会は６月10日から13日まで４日間の
会期で開かれました。
　令和7年度一般会計予算に１億1031万円を追
加し、総額159億7031万円とするものです。

■一般会計の主な補正予算項目
� （万円未満切り捨て）
債務負担行為の補正（追加）

項　　目 期　間 補　正　額 補正の理由

自動車賃貸借
事業

令和８年度
から14年度
まで

+2133万円
令和７年度中にリ
ース期間が満了
となるため追加

総合情報システム
機器追加賃貸借
事業

令和８年度
から10年度
まで

+458万円
福祉相談事務の
増加に伴う端末
追加

文化交流セン
ター指定管理
事業

令和８年度
から12年度
まで

+14億����　
4000万円

指定管理者制度
による管理運営
を継続するため
追加

歳入（収入）�
項　　目 補　正　額 補正の理由

放課後児童健全育
成事業 ＋301万円

利府二小児童クラブサ
テライト開設へ国・県
からの補助金を増額

地域スポーツクラ
ブ活動体制整備事
業費補助金

＋330万円
休日部活動の地域移行
に向けた実証事業への
県からの補助金を増額

公共施設整備基金
繰入金 ＋1000万円

消防団東部分団詰所等
整備事業に充当するた
め増額

歳出（支出）
項　　目 補　正　額 補正の理由

一般コミュニティ
助成事業 ＋250万円 新中道町内会に補助金

を交付するため増額
利府二小児童クラブ
サテライト運営業
務委託料

＋1152万円 サテライト開設の必要
経費を増額

予防接種業務委託料 ＋2460万円
令和７年度新型コロナワ
クチン定期接種業務委託
料を増額

部活動地域移行体
制整備業務委託料 ＋406万円 部活動地域移行の実証事

業を行うため増額

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答　
少
子
化
が
進
む
中
で
、

中
学
校
の
部
活
動
を
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
働

き
方
改
革
な
ど
の
観
点
か
ら
、

国
・
県
よ
り
部
活
動
の
地
域

移
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示

さ
れ
て
い
る
。
実
証
事
業
と

し
て
、
休
日
の
部
活
動
の
地

域
移
行
を
委
託
し
た
い
と
考

え
計
上
し
た
。

令和７年度
一般会計補正予算

1億1031万円を追加し

159億円総
額

子どもたちにとって活動しやすい体制の整備を

仲間との繋りを作る大切な時間

406万
円

2令和７年７月25日発行
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文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
事
業

債　　務
負担行為
14億4000万円
追加

Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
モ
ル
ッ
ク

大
会
開
催
業
務
委
託

歳出問
　
モ
ル
ッ
ク
の
人
気
度
は
。

答　
体
育
館
な
ど
で
の
貸
し

出
し
が
増
え
て
き
て
お
り
、

追
加
で
購
入
し
、
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
開
催
内
容
の
概
要
は
。

答　
当
初
は
、
十
符
の
里
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
中
で
行
う
予
定
だ
っ

た
。
モ
ル
ッ
ク
の
人
気
の
高

ま
り
か
ら
、
モ
ル
ッ
ク
大
会

問
　
契
約
ま
で
の
進
め
方
を

伺
う
。

答　
指
定
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
選
定
委
員
会

を
設
け
る
。
そ
の
中
で
最
終

的
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
選
定
し
て
い
き
た
い
。

問
　
当
初
予
算
で
も
質
疑
し

た
が
、
し
っ
か
り
と
町
民
の

声
を
反
映
す
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　
利
用
者
の
声
も
把
握
し

て
い
る
。
仕
様
書
に
盛
り
込

み
、
町
民
に
と
っ
て
さ
ら
に

良
い
施
設
と
な
る
よ
う
進
め

た
い
。

問
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と

聞
い
て
い
る
が
、
業
者
の
見

込
み
は
ど
う
か
。

答　
興
味
を
示
し
て
い
る
事

業
者
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

を
別
に
開
催
し
た
い
と
考
え

企
画
し
た
。
多
く
の
チ
ー
ム

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
思

っ
て
い
る
。

子どもから大人まで一緒に楽しめるスポーツです

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助

成

事

業

歳出
250万円
増

問
　
新
中
道
町
内
会
の
備
品

購
入
と
の
説
明
で
あ
る
。
具

体
的
な
内
容
は
。

答　
環
境
整
備
に
使
用
す
る

草
刈
り
機
や
集
会
所
で
使
用

す
る
テ
レ
ビ
、
テ
ン
ト
、
椅

子
、
机
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

地域移行の体制整備に
中学校部活動
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×

職
員
の
不
祥
事
の
監
督
責
任

町
長
・
副
町
長
の
給
料
減
額

　
令
和
７
年
３
月
に
発
覚
し
た
、
職
員
の
一
連
の
不
祥
事

に
係
る
管
理
監
督
責
任
に
対
す
る
処
分
を
行
う
た
め
、
町

長
・
副
町
長
の
給
与
を
減
額
す
る
も
の問　

減
給
の
処
分
は
、
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
決

定
し
た
の
か
。

答　
特
段
基
準
等
は
な
い
。

他
市
町
村
の
事
例
や
、
10
年

前
に
も
町
で
同
様
の
事
案
が

あ
り
、
そ
の
事
例
を
見
て
特

別
職
自
ら
が
判
断
し
た
。

問　
管
理
職
に
よ
る
隠
蔽
も

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
今
後

の
対
策
は
。

答　
職
員
の
認
識
を
高
め
る

た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を
実
施
し
た
。

問　
横
領
し
た
本
人
の
刑
事

告
発
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

問　
10
年
前
は
横
領
が
３
件

で
あ
っ
た
。
今
回
は
１
件
だ

が
、
隠
蔽
が
あ
っ
た
。
10
年

前
と
同
じ
処
分
で
よ
い
の
か
。

答　
特
別
職
本
人
が
最
終
的

に
結
論
を
出
し
た
も
の
で
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

町長の給料減額
給料月額の10％を令和７年７月から３か月の間減額

副町長の給料減額
給料月額の10％を令和７年７月から２か月の間減額

反対

本議案を廃案にし
再提出を求める

永野　渉

　
討
論
の
中
身
は
、
先
ほ

ど
質
疑
の
中
で
申
し
述
べ

た
。
法
律
論
だ
け
で
進
め

る
の
で
は
な
く
、
誰
が
見

て
も
お
か
し
い
と
思
う
部

分
は
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
議
案
を
廃
案
に
し
、

改
め
て
提
案
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

賛成

自ら律する
ことで良い

伊藤　司

　

今
回
の
処
分
が
重
い

か
軽
い
か
の
判
断
基
準

を
我
々
議
員
は
持
ち
得

な
い
。
町
長
と
副
町
長

が
自
ら
律
す
る
と
い
う

こ
と
で
良
い
と
考
え
る
。

賛成

妥当な判断
である

小渕洋一郎

　
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
、
処

分
を
検
討
し
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
特
別
職
は

処
分
基
準
が
な
い
。
法

的
根
拠
に
準
拠
し
、
事

例
を
参
考
に
決
定
し
た

内
容
で
あ
り
、
妥
当
な

判
断
で
あ
る
。

条例
改正

N
um

ber

議
案
32

討
論
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「（旧）十符の里プラザ跡地利活用方針」
に関する請願書

【
請
願
者
】

（
旧
）役
場
跡
地
利
活
用
を
考
え
る
会

　
代
　
　
表
　
伊
藤
　
昇
一（
大
町
）

　
紹
介
議
員
　
阿
部
　
彦
忠

　

報
道
に
よ
り
跡
地
を
民

間
に
売
却
す
る
と
発
表
さ

れ
た
後
、
町
が
開
催
し
た

説
明
会
で
は
私
た
ち
住
民

が
納
得
で
き
る
も
の
は
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

た
ち
は
左
記
の
理
由
に
よ

り
町
が
進
め
る
「（
旧
）
十

符
の
里
プ
ラ
ザ
跡
地
利
活

用
方
針
」
に
反
対
で
す
。

「
旧
役
場
跡
地
は
町
民
全
体

の
財
産
で
す
」　

　

先
人
の
方
々
の
寄
進
や

協
力
に
よ
り
土
地
が
確
保

さ
れ
、
現
在
ま
で
の
町
の

繁
栄
の
礎
と
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
旧
役
場
跡
地

は
町
民
全
体
の
財
産
で
あ

り
活
用
方
法
は
時
間
を
か

け
て
吟
味
し
、
多
く
の
町

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
拙
速

に
民
間
へ
売
却
す
る
な
ど
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

【
請
願
内
容
・
要
旨
】

「
町
が
進
め
る
『（
旧
）十
符
の
里
プ
ラ
ザ
跡
地
利
活

用
方
針
』
を
白
紙
撤
回
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「

旧
役
場
跡
地
に
必
要
な
も

の
は
何
か
」

　
町
の
計
画
で
は
、
民
間
の

活
力
を
利
用
し
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
未
来
に
役
立
つ
活

用
方
法
や
施
設
は
何
か
を
柱

に
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

福
祉
や
教
育
施
設
、
災
害
に

備
え
た
設
備
な
ど
土
地
利
用

方
法
は
多
岐
に
わ
た
り
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
将
来
的
に
こ
の
施
設
、
こ

の
場
所
が
あ
っ
て
良
か
っ
た

ね
と
思
わ
れ
る
も
の
を
旧
役

場
跡
地
に
創
る
こ
と
は
今
を

生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

【
委
員
会
付
託
】

　
こ
の
請
願
は
、
総
務
企
画

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
委
員
会
で
審

議
し
て
い
き
ま
す
。

以前この地に建っていた利府村役場（明治37年4月使用開始）

請
願

Number

第１号
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令和７年６月定例会　採決状況一覧　　○賛成　　×反対　　議長（鈴木　忠美）は採決に加わらない。

議　　案

郷
右
近
佑
悟

阿
部　
彦
忠

須
田　
聡
宏

髙
木　
綾
子

皆
川　
祐
治

鈴
木　
晴
子

金
萬　
文
雄

土
村　
秀
俊

浅
川　
紀
明

今
野　
隆
之

小
渕
洋
一
郎

高
久　
時
男

伊
藤　
　
司

羽
川　
喜
冨

永
野　
　
渉

鈴
木　
忠
美

結　　果

報 告 第 ２ ～ ５ 号 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

承 　 認 　 第 　 １ 　 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 承認（15：０）

議 　 案 　 第 　32　 号 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ー 可決（13：２）

議案第31・33号～42号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決（15：０）

報告２　専決処分の報告
　　　　�　利府第二小学校駐車場において、案内看板が

強風で倒れ駐車車両に接触し損傷を与えたこと
で相手方と和解したことを報告

報告３　繰越明許費繰越計算書
　　　　�　令和７年１月臨時会及び３月定例会において

議決した令和６年度一般会計予算の11件の事業
を令和７年度に繰越したことを報告

報告４　水道事業会計予算繰越計算書
　　　　�　配水本管布設替事業を令和７年度に繰越した

ことを報告

報告５　下水道事業会計予算繰越計算書
　　　　�　ストックマネジメント計画に伴う実施設計委

託事業を令和７年度に繰越したことを報告

承認１　専決処分の承認
　　　　�　「地方税法及び地方税法等の一部を改正する

法律の一部を改正する法律」が公布されたこと
に伴い、課税上緊急を要したため、３月31日に
「町税条例の一部改正」及び「国民健康保険税
条例の一部改正」を専決処分

議案31　町税条例の一部改正
　　　　�　「地方税法及び地方税法等の一部を改正する

法律の一部を改正する法律」が公布されたこと
に伴い、関係する条例の所要の改正

議案32　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部改正

　　　　�　職員が起こした不祥事の総管理監督職である
町長と事務を総括する副町長の責任に対する処
分を行うため、給与月額を減額する

　　　　�・町長　給与月額の100分の10を３か月減額
　　　　・副町長　給与月額の100分の10を２か月減額
　　　　　 ４ページに関連記事
議案33　水道の布設工事並びに布設工事の監督者及び水

道技術管理者の資格を定める条例の一部改正
　　　　�　建設業法施行令及び国立大学法人法施行令の

一部を改正する政令が施行されたことに伴い、
関係する条例の一部を改正

議案34　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び利府町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正

　　　　�　子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改
正する内閣府令が施行されたことに伴い、関係
する条例の一部改正

議案35　特定個人情報に関する条例の一部改正
　　　　�　地方公共団体情報システムの標準化に関する

法律に基づき、地方公共団体情報システムを標
準化することに伴う、条例の一部改正

議案36　令和７年度一般会計補正予算
　　　　�　１億1031万6000円を追加し、総額を159億

7031万6000円とする
　　　　　 2,3ページに関連記事

議案37　令和７年度国民健康保険特別会計補正予算
　　　　�　550万8000円を減額し、総額を31億6516万

8000円とする

議案38　令和７年度介護保険特別会計補正予算
　　　　�　267万9000円を減額し、総額を26億3854万

4000円とする

議案39　�令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　�　35万1000円を追加し、総額を４億6652万

7000円とする

議案40　令和７年度水道事業会計補正予算
　　　　�　「収益的支出」を593万7000円増額し、「資本

的支出」を329万1000円減額

議案41　令和７年度下水道事業会計補正予算
　　　　�　「収益的支出」を139万1000円増額し、「資本

的支出」を126万4000円減額

議案42　工事請負契約の締結
　　　　�　県道仙台松島線の道路渋滞の解消や分散を図

ることを目的として整備する、新中堀新川崎線
舗装工事の請負契約を締結

（賛成：反対）

令和７年６月定例会提出議案　17件（報告４件、承認１件、議案12件）
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案
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８
人
の
議
員
が

一
般
質
問

我
が
町
政
を
問
う

浅川　紀明　� P８

須田　聡宏　� P８

⃝�バス停のベンチ整備
⃝�救急車両の充実

⃝�カラオケ施設の誘致
⃝�児童数減少への対応

鈴木　晴子　� P９

⃝�加齢性難聴の早期支援
⃝�RSウイルス感染症の周知

小渕　洋一郎　� P９

⃝�ｍｏｂｉの今後の運用
⃝�一般競争入札の課題

高久　時男　� P10

⃝ 職場環境改善事業の課題
⃝ 記念モニュメント寄附の経緯
⃝  附帯決議・附帯意見に対する町長の認識

阿部　彦忠　� P10

⃝ （旧）十符の里プラザ跡地の現況
⃝ コンプライアンス違反への対応

金萬　文雄　� P11

⃝ 合併処理浄化槽の整備
⃝ ｍｏｂｉの利便性向上

土村　秀俊� P11

⃝�学校給食費無償化の拡大
⃝�ふるさと納税への取り組み

質問と答弁を要約した内容は、8ページから
11ページです。なお、全文記録（議事録）は　
９月中旬に利府町議会ホームページに掲載し
ますのでご覧ください。
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浅
あさ

川
かわ

　紀
のり

明
あき

須
す

田
だ

　聡
あき

宏
ひろ

カラオケ施設の誘致

バス停のベンチ整備

問答
菅
谷
台
小
学
校
の

　
　

  

統
廃
合
へ
の
考
え
は

問答
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
う
か

空
き
物
件
が
な
く
進
展
し
な
い

問答

高
齢
者
等
の
た
め

　
　
　
　
ベ
ン
チ
が
必
要
で
は

令
和
７
年
度
改
め
て
整
備
計
画
を
作
成

現
段
階
で
は
検
討
し
て
い
な
い

問　
カ
ラ
オ
ケ
は
娯
楽
と
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
が
あ

る
。
そ
の
他
の
具
体
的
な
効

果
を
町
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
運
動
不
足
の
解
消
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
、
認
知
的
効
果
、
音
楽

活
動
で
の
利
用
な
ど
多
く
の

可
能
性
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

問　
誘
致
に
あ
た
り
、
事
業

者
に
は
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
た
の
か
。

答　
大
手
の
一
社
へ
直
接
面

会
し
、
意
向
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
企
業
に
も

Ｄ
Ｍ
で
確
認
し
て
い
る
。
町

内
の
誘
致
可
能
区
域
を
紹
介

し
た
が
、
事
業
者
が
求
め
る

物
件
が
な
く
進
展
し
な
か
っ
た
。

問　
複
合
的
な
施
設
と
し
て

誘
致
で
き
な
い
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
形
態

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

対
象
企
業
を
広
げ
な
が
ら
誘

致
し
て
い
き
た
い
。

問　
ベ
ン
チ
整
備
の
現
状
、

当
面
の
整
備
計
画
は
。

答　
令
和
３
年
度
に
調
査
を

行
い
、
９
か
所
整
備
す
る
計

画
と
し
た
。
既
に
７
か
所
が

新
設
・
更
新
整
備
済
み
で
あ
る
。

問　
９
か
所
は
少
な
い
。
公

共
交
通
充
実
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
高
齢
者
等
の
た
め
さ

ら
な
る
ベ
ン
チ
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

問　
菅
谷
台
小
学
校
の
児
童

数
減
少
は
想
定
内
か
。

答　
自
然
増
減
と
し
て
減
少

が
続
く
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
菅
谷
台
小
学
校
の
統
廃

合
へ
の
考
え
は
。

答　
現
段
階
で
は
統
廃
合
の

検
討
は
し
て
い
な
い
。

問　
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、

教
職
員
を
支
援
す
る
取
り
組

み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
少
人
数
指
導
な
ど
で
教

員
の
加
配
が
厚
く
な
っ
て
い

る
が
、
教
員
の
人
手
不
足
は

解
消
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
人
材
を
配
置
し
、
教

職
員
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

児
童
数
減
少
の
対
応

答　
総
合
計
画
、
地
域
公
共

交
通
計
画
に
基
づ
き
、
待
合

環
境
の
充
実
に
努
め
る
。
快

適
に
利
用
で
き
る
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
私
が
独
自
に
調
べ
た
全

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
整
備
の
調

査
結
果
を
活
用
し
て
も
ら
え

な
い
か
。 

答　
提
示
の
あ
っ
た
資
料
を

基
に
現
在
再
調
査
中
で
あ
る
。

あらゆる可能性があるカラオケ

ベンチが必要な人たちがいます

問　
塩
釜
消
防
事
務
組
合
の

中
で
利
府
消
防
署
の
救
急
車

運
用
が
最
も
厳
し
い
。
こ
の

現
実
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
令
和
６
年
度
の
運
用
の

状
況
か
ら
差
し
迫
っ
た
現
状

に
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後

高
齢
化
の
進
行
と
人
口
の
増

加
か
ら
救
急
件
数
が
増
加
す

る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
。

問　
今
後
、
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
と
連

携
し
早
急
に
救
急
車
の
増
車

を
図
る
べ
き
で
は
。

答　
組
合
で
は
令
和
11
年
を

目
標
に
、
救
命
士
の
増
員
、

救
急
車
の
増
車
を
総
合
的
に

見
直
す
予
定
で
あ
る
。

問　
救
急
車
購
入
の
た
め
、

「
陸
上
自
衛
隊
利
府
射
撃

場
」
関
連
の
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　
二
市
三
町
全
体
で
の
運

用
状
況
が
課
題
で
あ
り
、
今

後
調
査
す
る
。

問答
利
府
消
防
署
の

　

 

救
急
車
を
増
車
し
て
は

総
合
的
に
見
直
す
予
定
で
あ
る

救
急
車
両
の
充
実

8令和７年７月25日発行
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質問者の動画が見られます



鈴
すず

木
き

　晴
はる

子
こ

小
お

渕
ぶち

洋
よういちろう

一郎

答 問
呼
吸
器
感
染
症

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
周
知
を

聞
こ
え
相
談
会
の
開
催
を

開
催
に
向
け
取
り
組
む

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
周
知

問　
加
齢
性
難
聴
の
高
齢
者

を
早
期
に
発
見
し
、
支
援
す

る
た
め
に
「
聞
こ
え
相
談

会
」
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　
県
で
は
令
和
７
年
度
よ

り
、
加
齢
性
難
聴
市
町
村
支

援
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
の

事
業
を
活
用
し
、
開
催
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
自
分
に
合
っ
た
補
聴
器

を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
難
し

さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
。

問　
呼
吸
器
感
染
症
の
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
幼
児
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
に
、

下
気
道
感
染
等
に
よ
り
重
症

化
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
感
染
症
の
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
周
知
し
て
い
く
。

問　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
認
知
度
が

低
い
状
況
が
あ
る
。
重
症
化

予
防
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
で
き
る
と
の
周
知
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
厚
生
労
働
省
で

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、
安
全

性
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
収

集
が
行
わ
れ
て
い
る
。
定
期

予
防
接
種
化
の
必
要
性
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
積
極
的
な
周
知
は

考
え
て
い
な
い
。

専
門
家
へ
相
談
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
、

周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
加
齢
性
難
聴
者
へ
、
補

聴
器
購
入
へ
の
補
助
を
早
期

に
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　
福
祉
部
門
の
事
業
の
中

で
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

補聴器の適切な利用で充実した日々を

町民の望む運用を

問
予
約
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　

 

改
善
で
き
な
い
か

答
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

問　
令
和
６
年
12
月
に
運
行

エ
リ
ア
を
拡
大
し
た
。
葉
山

団
地
ま
で
広
げ
る
考
え
は
。

答　
東
部
地
区
を
対
象
に
公

共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
結
果
を
踏

ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問　
利
用
者
か
ら
「
予
約
が

で
き
な
い
」「
来
る
時
間
が

読
め
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
を
改
善
で
き
な
い
か
。

答　

事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
を

令
和
７
年
9
月
よ
り
導
入
す
る
。

問　
２
台
の
運
行
で
事
前
予

約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の

は
無
理
が
あ
る
の
で
は
。

答　
現
在
の
運
行
状
況
に
鑑

み
、
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
可
能
で
あ
る
。

問答 加齢性難聴の早期支援

mobiの今後の運用

問
最
低
制
限
価
格
を
上
げ

品
質
の
向
上
を

答
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
を
か
け
る

問　
一
般
競
争
入
札
に
お
け

る
低
入
札
価
格
調
査
を
実
施

し
て
い
る
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
に
８
件
を
実
施

し
た
。

問　
一
般
的
に
予
定
価
格
の

70
～
90
％
の
範
囲
で
調
査
す

る
。
町
が
公
開
し
て
い
る
総

合
評
価
落
札
調
書
で
は
、
落

札
率
71
・
９
％
の
契
約
が
令

和
４
年
度
に
あ
っ
た
。
問
題

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
積
算
内
容
に
合
理
的
な

根
拠
が
あ
り
、
問
題
な
し
と

判
断
し
た
。

問　
町
で
は
、
最
低
制
限
価

格
は
75
～
92
％
で
設
定
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
以
降
75

％
程
度
の
入
札
が
３
件
あ
っ

た
。
最
低
制
限
価
格
を
引
き

上
げ
、
質
の
良
い
工
事
を
発

注
す
べ
き
で
は
。

答　
国
、
県
の
指
針
に
基
づ

き
必
要
に
応
じ
見
直
す
。

一
般
競
争
入
札
の
課
題
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阿
あ

部
べ

　彦
ひこ

忠
ただ

高
たか

久
く

　時
とき

男
お

職場環境改善事業

（旧）十符の里プラザ跡地の現況

問答
現
物
寄
附
に
至
っ
た

　
　
　
　
　

  

経
緯
を
伺
う

問答
※

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
時
期
尚
早
で
は

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
だ
け
が
目
的
で
は
な
い

問答

一
時
的
な
利
活
用
は
可
能
か

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る

町
の
方
針
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た

問　
秘
書
政
策
課
を
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
仕
様
に
改
装
す
る

経
費
が
、
令
和
７
年
度
当
初

予
算
で
計
上
さ
れ
た
。
こ
の

事
業
は
、
時
期
尚
早
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
だ
け

が
目
的
で
は
な
く
、
働
き
や

す
さ
と
生
産
性
向
上
が
両
立

で
き
る
職
場
環
境
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
か
ら
検
討

を
始
め
て
い
る
が
、
議
会
に

相
談
が
な
か
っ
た
。
報
告
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
事
務
の
改
善
と
捉
え
、

議
会
へ
報
告
が
必
要
な
も
の

と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

問　
議
会
の
一
週
間
前
に
全

員
協
議
会
で
報
告
さ
れ
、
採

決
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
調
べ
る
時
間
が
欲
し
い
。

答　
議
案
を
提
出
し
た
際
に
、

各
議
員
の
見
識
、
知
識
で
判

断
し
て
も
ら
い
た
い
。

※
　
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
＝

固
定
席
を
持
た
ず
、
自
由
に
席
を
選
ん

で
働
く
ス
タ
イ
ル

問　
解
体
工
事
は
終
了
し
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
仮
囲
い

が
残
っ
て
い
る
。
残
り
の
工

事
が
あ
る
の
か
。

答　
残
作
業
や
工
事
計
画
は

な
い
。

問　
一
時
的
な
活
用
と
し
て

駐
車
場
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

利
用
は
可
能
か
。

答　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
駐
車
場
が
足

り
な
い
と
き
は
開
放
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

問　
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
で
設
置
で
き
た
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
企
業
関
係

者
の
皆
様
に
は
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。
現
物
寄
附
に
至

っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答　
令
和
６
年
12
月
に
町
の

方
針
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
こ

の
度
、
現
物
寄
附
に
至
っ
た
。

問　
現
物
寄
附
と
い
う
形
式

を
と
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

金
で
の
寄
附
で
は
な
く
な
る
。

そ
の
こ
と
で
、
議
会
の
議
決

が
必
要
な
く
な
っ
た
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
国
の
制
度
に
の
っ
と
り

寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
。

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
寄
附
の
経
緯

問　
跡
地
側
の
歩
道
は
通
学

路
と
し
て
子
ど
も
や
自
転
車

の
通
行
も
多
い
。
丁
字
路
側

の
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め

仮
囲
い
を
後
退
で
き
な
い
か
。

答　
歩
道
の
幅
員
は
変
え
ず
、

仮
囲
い
を
一
メ
ー
ト
ル
以
上

後
退
し
て
建
て
て
い
る
。
危

険
性
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合

は
検
討
す
る
。

町に見合った職場環境か

見通しの確保を

問　
現
金
の
取
り
扱
い
を
ど

の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
運
用
し

て
い
た
の
か
。

答　
各
種
協
議
会
や
団
体
の

所
有
に
属
す
る
現
金
等
で
あ

る
準
公
金
は
、「
利
府
町
準

公
金
取
扱
規
則
」
に
よ
り
ル

ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

問　
再
発
防
止
に
向
け
て
の

改
善
策
は
あ
る
の
か
。

答　
公
金
を
含
め
、
現
金
の

取
り
扱
い
ル
ー
ル
に
関
す
る

統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整

備
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
で
、
部
署
ご
と
の
取
り

扱
い
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制

に
差
異
が
あ
っ
た
。
現
在
、

現
金
の
取
り
扱
い
リ
ス
ク
を

洗
い
出
し
、
未
然
防
止
を
図

る
た
め
の
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
中
で
あ
る
。

問　
特
別
職
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
を
受
講
し
た
の
か
。

答　
受
講
し
て
い
な
い
が
資

料
を
研
修
前
に
確
認
し
共
有

し
て
い
る
。

問
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
は

答
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

写真はイメージです
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金
こん

萬
まん

　文
ふみ

雄
お

土
つち

村
むら

　秀
ひで

俊
とし

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。

答　
毎
年
寄
附
額
が
増
加
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
歳

入
見
込
み
額
は
、
約
６
億
９

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
取
り
組
み
の
成
果
と
町

の
財
政
や
施
策
へ
の
効
果
は
。

答　
学
校
給
食
費
無
料
化
事

業
や
シ
ル
バ
ー
パ
ス
事
業
な

ど
、
本
町
独
自
の
施
策
を
実

施
す
る
上
で
、
大
変
重
要
な

財
源
と
な
っ
て
い
る
。

問　
各
事
業
へ
の
配
当
の
算

定
方
法
は
、
ど
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
決
定
す
る
の
か
。

答　
寄
附
者
が
申
し
込
み
の

際
に
使
い
道
を
選
択
し
て
い

る
。
そ
の
寄
附
額
の
割
合
に

応
じ
、
商
工
観
光
課
で
配
分

額
を
算
出
し
て
い
る
。
各
事

業
へ
の
充
当
は
、
秘
書
政
策

課
、
財
務
課
と
協
議
し
行
っ

て
い
る
。

※１合併処理浄化槽の整備

学校給食費無償化の拡大

問答
乗
降
場
所
の
追
加
変
更
は
可
能
か

問
取
り
組
み
の
成
果
は

問答
維
持
管
理
補
助
金
の
増
額
を

現
行
の
額
で
続
け
る

問答
小
学
５
年
生
以
下
も
無
償
化
に

国
の
動
向
を
注
視
し
対
象
拡
大
へ
準
備

要
望
が
あ
れ
ば
追
加
す
る

答
町
独
自
の
施
策
実
施
に

　
　
　
　
重
要
な
財
源
で
あ
る

問　
町
は
合
併
処
理
浄
化
槽

維
持
管
理
と
し
て
、
１
件
に

つ
き
２
万
２
０
０
０
円
か
ら

２
万
７
０
０
０
円
を
補
助
し

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の

経
費
は
５
万
円
近
い
。
浄
化

槽
は
個
人
が
維
持
管
理
し
、

町
の
環
境
衛
生
に
寄
与
し
て

い
る
。
補
助
金
の
増
額
が
必

要
で
は
。

答　
個
人
負
担
は
下
水
道
月

額
利
用
料
と
変
わ
ら
な
い
た

め
、
現
行
の
額
で
続
け
る
。

問　
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
の
乗
降
場
所

の
追
加
変
更
は
可
能
か
。

答　
利
用
者
か
ら
の
意
見
や

要
望
な
ど
を
参
考
に
、
乗
降

場
所
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

利
用
登
録
が
難
し
い
人
へ
、

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い
か
。

答　
公
共
交
通
係
の
窓
口
で

行
っ
て
い
る
。
町
内
会
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
数
人
で
も

要
望
が
あ
れ
ば
、
職
員
が
直

接
出
向
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

問　
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
に
も
シ
ル
バ

ー
パ
ス
を
適
用
で
き
な
い
か
。

答　
実
証
運
行
中
で
収
支
率

向
上
も
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ

る
た
め
、
料
金
の
減
免
は
考

え
て
い
な
い
。

※
１
　
合
併
処
理
浄
化
槽
＝

ト
イ
レ
の
排
水
と
生
活
排
水
を
同
時
に

処
理
す
る
下
水
道
処
理
装
置

※
２
　
公
共
浄
化
槽
＝

市
町
村
が
合
併
浄
化
槽
を
維
持
管
理
す

る
事
業

問　
異
常
な
物
価
高
騰
で
食

材
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。

量
と
質
を
確
保
し
た
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
不
足
分
は
、
町
の
一
般

財
源
で
補
塡
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
は
、
教
職
員
の
給

食
費
を
値
上
げ
し
、
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

問　
経
済
状
況
が
厳
し
い
中

で
も
あ
り
、
小
学
生
の
保
護

者
か
ら
は
、
給
食
費
無
償
化

の
要
望
は
強
い
。
町
は
、
こ

問　
浄
化
槽
整
備
を
個
人
の

金
銭
的
負
担
に
期
待
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
国
も
推
進

し
て
い
る
※２
公
共
浄
化
槽
を

導
入
し
負
担
軽
減
を
図
っ
て
は
。

答　
個
人
へ
は
、
設
置
費
へ

の
補
助
と
町
独
自
で
維
持
管

理
費
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
切
り
替
え
も
着
実
に
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
浄

化
槽
は
考
え
て
い
な
い
。

の
切
実
な
声
に
応
え
、
小
学

５
年
生
以
下
の
無
償
化
を
早

期
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　
国
に
お
い
て
、
令
和
８

年
度
に
小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
を
実
現
さ
せ
る
と
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
の

動
向
を
注
視
し
、
対
象
拡
大

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
の
利
便
性
向
上

ふ
る
さ
と
納
税

負担のない維持管理を

無償化へは財源の確保が課題です
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第68回

追跡レポート 詳
し
く
は
こ
ち
ら

 これまでの質問の中から一部を取
り上げその後どうなったか追跡し
てみました。

防災情報の発信へ
　　　　取り組みは

あの
提言は?

令和２年９月定例会

問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
、
避

難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
な
ど
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答

平
時
か
ら
災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、避
難
行
動

判
定
フ
ロ
ー
の
周
知
は
重
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
は

調
査
し
て
い
き
た
い
。

問

町
民
か
ら
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え

に
く
い
と
の
声
が
多
く
あ
る
。
戸
別
受

信
機
の
導
入
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答

戸
別
受
信
機
に
限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
調
査
、検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

令和４年９月定例会

問

先
進
自
治
体
で
は
防
災
ア
プ
リ
を
構

築
し
、
災
害
情
報
な
ど
の
発
信
を
し
て

い
る
。
国
で
も
、
防
災
・
減
災
に
は

※
Ｄ
Ｘ
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
災

害
時
の
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
た
め

に
、
防
災
ア
プ
リ
の
構
築
を
町
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

も
含
め
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

令和７年３月定例会

問

防
災
ア
プ
リ
「
ま
も
り
ふ
」
を
導
入

す
る
目
的
は
何
か
。

答

防
災
無
線
は
、
建
物
の
防
音
性
の
高

さ
や
風
向
き
で
聞
き
取
り
づ
ら
い
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
解
消
の
た
め

導
入
す
る
。

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

高
齢
者
も
い
る
。「
ま
も
り
ふ
」
だ
け

で
は
高
齢
者
は
災
害
情
報
を
受
け
に
く

い
の
で
は
な
い
か
。

答

防
災
無
線
で
情
報
を
提
供
し
、
ア
プ

リ
で
聞
き
取
り
づ
ら
さ
を
補
う
。

令和６年
３月

防
災
ア
プ
リ
開
発
の
た
め
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年
３月

防
災
ア
プ
リ
「
ま
も
り
ふ
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
緊
急
情
報
を
迅
速
に
発
信
し
ま
す
。
平
常

時
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

追跡レポート

※　DX（デジタルトランスフォーメーション）＝�デジタル技術を浸透させることで、人々の生活をより良い
ものへと変革すること

登録
してね！
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地域おこし協力隊に聞く！
梨農家部門

表紙
インタビュー

※　ジョイント栽培＝複数の苗を１本の樹のように連結して栽培する手法。剪定や収穫の効率化が期待される

Ａ１　農業は未経験でしたが、２年目を迎え、町の先輩農家の
皆さんに親切に教えていただいています。農業の楽しさややり
がい、人の温かさが魅力です。

Ａ２　東京で開催されたイベントで利府町のブースを見かけた
ことがきっかけです。以前の仕事は家族と過ごす時間が少なく、
子どもとの時間を大切にしたいと考えた結果、協力隊として梨
農家を目指すことに決めました。

Ａ３　※ジョイント栽培という新しい技術を勉強していきたい
と考えています。管理がしやすく、作業効率も高いため、今後
の梨づくりに役立つと思っています。また、PR活動にも力を入
れ、利府の梨の魅力を広めていきたいです。

家族と一緒に
自然の中で
働く幸せを
感じています!!

Ａ１　果樹栽培は未経験でしたが、２年目を迎え、徐々に手ご
たえを感じています。最初は手探りでしたが、今は「こうすれ
ばこうなる」という感覚があり、楽しみながら学んでいます。

Ａ２　直売所で利府梨のおいしさに感動し、「自分でも作って
みたい」と思い、先輩の紹介で協力隊になろうと思いました。

Ａ３　利府梨をさらに多くの人に知ってもらうため、観光果樹
園を開設し、人を呼び込む拠点にしたいと考えています。まだ
準備段階ですが、仲間を増やして実現に向けて進めていきたい
です。また、小中学生を対象とした農業体験の場づくりをやっ
てみたいと思います。議会のみなさんにもご支援をお願いします。

美味しい利府梨
を自分で作れる
楽しさを味わっ
ています!!

Q１　お仕事はいかがですか？
Q２　協力隊になろうと思ったきっかけは？
Q３　これからやってみたいことは？

ミッションは
「利府梨の継承・PRと町の魅力発信！」

　町の特産品の『利府梨』を守っていくために、地域おこ
し協力隊として活躍している３人。協力隊となったきっか
けもそれまでの経緯も全く違っている３人が団結し、利府
梨の栽培技術習得のために一生懸命働いています。先輩農
家さんから丁寧な指導をいただきながら、継承とさらなる
まちの魅力発信のために奮闘している姿をご紹介します。

加
か

藤
とう

　雄
ゆういちろう

一朗さん

Ａ１　今年の４月に就任してから、毎日が新鮮で、いきいきと
元気に働いています。農業経験はわずかでしたが、自然に触れ
ながらの仕事は大きなやりがいを感じています。

Ａ２　親戚の農業を手伝っていた経験から、農業に魅力を感
じていました。利府町は新規就農の支援制度が整っていまし
たので決断できました。

Ａ３　まずは梨栽培の全作業を丁寧に学びたいです。町の先
輩農家のみなさんに、教えていただいた技術をしっかりと受
け継ぎ、独立をして恩返しをしたいと考えています。

町の農家さんに
とてもお世話に
なっています！
恩返しできるよう
頑張ります!!

佐
さ

藤
とう

　穣
じょう

司
じ

さん

石
いし

井
い

　航
わたる

さん
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⃝山形県遊佐町「少年町長・少年議会公選事業」
　�　中・高校生を対象に実施しています。町のイメ
ージキャラクターの発案や、通学路の安全対策な
ど複数の政策が実現されました。
⃝山形県金山町「高校生への出前講座と模擬議会」
　�　高校2年生を対象に実施する模擬議会は、選挙
で当選した生徒が、政策を一般質問で提言し、答
弁は町当局が行っています。その提言から複数の
政策が実現していました。
⃝視察しての所管
　�　各自治体にあった施策を、工夫を凝らしながら
行っており、本町としても移動支援や主権者教育
へは早急に取り組むべきと考えます。山形県では
両町とも、青少年の発想を実現させる取り組みを
行い、若者の地域離れをくい止める政策ともなっ
ていました。本町としても取り組むことで町の将
来につながると感じました。
⃝今後の取り組み
　�　これまでの協議内容と今回研修した内容を提言
としてとりまとめていきます。

総務企画常任委員会

産業建設常任委員会

投票率向上の先進自治体を視察

「natori�sun（ナトリサン）」を視察

調査テーマ「選挙の投票率向上」

調査テーマ「中小企業・小規模事業者への新たな支援策」

⃝群馬県大泉町　「共通投票所」
　�　21か所あった投票所を7か所に集約し、共通投
票所としました。二重投票を防ぐため、各投票所
をインターネットで繋ぐシステムも導入しました。
同時に、移動支援サービスも導入しました。

⃝福島県須賀川市　「選挙パスポート」
　�　投票率向上のためのツールとして選挙パスポー
トを市独自で作成しています。投票済みシール
100枚が貼れるようになっている冊子を18歳に
なった有権者に郵送しています。

⃝名取産の特産品ショップ「natori�sun（ナトリサン）」
　名取市の大型ショッピングセンター内で一般社団
法人名取市観光物産協会が運営する「名取市特産品
ショップ」「ふるさと納税受付デスク」「観光案内所
Natori�city�Tourist� Information」を兼ねたショ
ップを視察しました。名取市の魅力をより広く発信
するために、市からの支援も受け、大型ショッピン
グセンターへ令和５年７月に移転し開設されました。
市内事業者との係わりや特産品数、経営状況などを
伺いました。
⃝視察しての所感
　空港が近くにあることで、大型ショッピングセン
ターに訪れる外国人が多く、観光情報の発信地とし
ての役割を果たしている様子でした。市内の特産品
が集約され販売されていることで、市の事業者の
PRの場ともなっていました。本町にも大型ショッ
ピングセンターがあり、同様の体制で中小企業への
支援と、町のPRの発信地として開設の必要性を検

討していきたいと思います。
⃝今後の取り組み
　�　これまでの視察、聞き取り調査の内容を改め
て調査・協議し、中小企業・小規模事業者の支
援策としての最終的な提言内容として具体的に
取りまとめていきます。

主権者教育への取り組みが必要です

魅力ある豊富な商品が並んでいました

委員会活動レポート
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教育福祉常任委員会
子育て支援の先進自治体を視察

調査テーマ「子育て支援のさらなる充実」

⃝栃木県壬生町
　「ファミリー・サポート・センター事業」
　�　子育て支援センターや健診など多くの機会でフ
ァミサポのPRをしており、依頼会員数が469人と
本町の約３倍の人数でした。保育士がアドバイザ
ーとなり、子育て相談も受けながら協力会員と利
用会員の橋渡しをしており、充実した体制である
と感じました。

　「子ども用品リサイクル事業」
　�　子ども用品を譲り渡したい人と受けたい人が、
希望する用品の情報を、ホームページに掲載しマ
ッチングを行う事業です。フリマアプリなどの浸
透により実績が減少しているとのことで、事業形
態の検討を行っているとのことでした。

⃝埼玉県三芳町
　「ファミリー・サポート・センター事業」
　�　近隣自治体と広域連携で事業を行っており、会
員のメリットが多くありました。自治体により、対
象年齢や預かりの場所、送迎のガソリン代など運
用が異なる点があり、今後の課題とのことでした。

　「育児支援・家事援助サービス利用補助事業」
　�　産前産後の支援に、※産後ドゥーラ等による民
間事業所の家事援助や育児支援サービスを利用し
た際の、自己負担を補助する事業です。国の補助な
どは受けずに町が一般財源で行っていました。育

児相談などの現状から家事援助の必要性を鑑み
事業を立ち上げたとのことでした。
⃝視察しての所感
　�　ファミサポの事業は、利用者への周知や利用
率向上など、課題は本町と同様でした。保育士が
アドバイザーを担っている壬生町での取り組み
は、本町としても検討する必要があると感じま
した。また、広域連携の可能性へ、本町としても
近隣自治体との話し合いや、会員へのアンケー
トなどに取り組む必要があるのではないかと感
じました。
⃝今後の取り組み
　�　視察した先進自治体の取り組みを参考に、こ
れからの本町に見合った子育て支援策のあり方
を検討し、提言書としてまとめていきます。

ファミサポの充実を目指します

「利府町ファミサポ・子育てボランティア合同イベント」の様子

　

高
久
時
男
議
員
の
６
月
11
日
に
お

け
る
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
寄
附
の
経

緯
の
一
般
質
問
の
中
で
、
出
ど
こ
ろ

が
明
ら
か
で
な
い
言
説
を
用
い
た
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
者
の
誠
意
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
責
任
を
取
り
、

議
会
運
営
委
員
長
を
辞
職
し
ま
し
た
。

高
久
時
男
議
会
運
営
委
員
長

の
辞
職

　

高
久
時
男
議
員
の
議
会
運
営
委
員

長
の
辞
職
に
よ
り
、
鈴
木
晴
子
副
議

長
が
議
会
運
営
委
員
長
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
長
の
就
任

鈴木　晴子 委員長

委員会活動レポート

人
事

※　産後ドゥーラ＝産後の母親に寄り添った支援を行う人
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世界が広がります！

手
話
を
通
し
て

お
互
い
の
心
を
理
解
し
合
う

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
居
場
所

―
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

　

28
年
前
に
、
町
が
開
催
し

た
手
話
教
室
に
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
3
人
で
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
設
立
時

か
ら
講
師
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
斉
藤
和
賀
子
先
生
の
も

と
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、
そ
の
時
々
の
会
員
の

状
況
に
合
わ
せ
、
無
理
な
く

活
動
し
て
き
た
こ
と
で
続
い

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―�

活
動
内
容
は
？

　

会
員
は
20
人
で
、
年
齢
層

は
30
代
か
ら
80
代
と
幅
が
広

い
で
す
。
習
得
レ
ベ
ル
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
日

常
生
活
で
す
ぐ
に
使
え
る
手

話
を
〝
皆
で
楽
し
く
〟
学
ん

で
い
ま
す
。
練
習
後
の
お
茶

飲
み
が
皆
の
癒
し
の
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
意
思

の
疎
通
に
手
話
が
必
要
な
人

へ
同
行
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
人
の
細
か
い
思
い

に
寄
り
添
っ
た
内
容
を
伝
え

る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ろ

う
者
の
ご
両
親
を
持
つ
健
聴

の
お
子
さ
ん
が
通
う
、
学
校

と
の
連
絡
の
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

―�

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
目
指
し
て
手
話

を
学
び
に
来
た
人
が
、
現
在
、

実
際
に
現
地
で
活
躍
し
て
い

る
と
い
う
嬉
し
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

28
年
前
か
ら
活
動

皆
で
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
活
動

身近な会話を学んでいます

「I Love you」の手話です。みなさん覚えてね！

手話サークル

「まほうの手」
町内で活動している団体やサーク
ルを紹介しています。
また、議会に対する意見もいただ
きました。
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手話の世界に
何げなく入りました。

細く長く
続けていきたいです。

たのし
い手話の世

界をご一緒に！！
世界が広がります！
日本手話と

日本語対応手話は
違います。

日本手話を覚えて
コミュニケーションの
輪を広げて

ほしいと思います。

日本手話の
歴史を学んで、

世の中の見方が変わりました。
たくさんの人に
手話を知って
もらいたいです。

手話を学んで、
障がいを持つ人への
気持ちが変わりました。
難しくないので

楽しくやっていけます。

手話を学ぶのが
楽しい。

ろう者の方と
楽しく学べますので、
ぜひご一緒に。

いつも楽しく
活動しています。
男性の参加も
お待ちしています！

始めたきっかけは、
聴覚障がい者と
コミュニケーションを

とりたいと思ったことです。

―�

議
会
に
対
し
て
の
ご
要
望

は
あ
り
ま
す
か
？

　

福
祉
分
野
に
も
、
も
っ
と

関
心
を
向
け
て
い
た
だ
き
、

支
援
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

県
聴
覚
障
害
者
協
会
や
町

の
広
報
紙
を
通
じ
て
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
く

学
べ
る
環
境
を
整
え
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ほ
う
の
手
」に

込
め
た
想
い

町
の
福
祉
分
野
の

　
　
　
　
　��

充
実
を

一
緒
に

　
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

安
心
し
て
集
え
る

「
居
場
所
づ
く
り
」を

―�

今
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

こ
と
は
。

　

会
員
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
参
加
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
が
、

戻
っ
て
く
る
ま
で
み
ん
な
で

―
サ
ー
ク
ル
名
「
ま
ほ
う
の

手
」
の
由
来
は
？

　

手
話
は
、
音
が
な
く
て
も

手
の
動
き
だ
け
で
人
と
人
と

が
つ
な
が
る
、
不
思
議
な
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
る
で

魔
法
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

そ
の
力
を
表
現
し
て
、「
ま

ほ
う
の
手
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

―�

手
話
の
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

健
聴
者
が
当
た
り
前
に
思

っ
て
い
る
こ
と
が
、
障
が
い

者
の
人
に
と
っ
て
は
そ
う
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
壁
を
越
え
て
、
手
話
を

通
じ
て
分
か
り
合
え
る
こ
と

こ
そ
が
最
大
の
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
思
い
を
直
接
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

対
面
で
心
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
温
か
み
の
あ
る
手
話

は
、魅
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

見
守
る
と
い
う
温
か
い
集
ま

り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
安
心
し
て
集
え

る
「
居
場
所
づ
く
り
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
手
話
を
通
じ

て
町
民
同
士
が
楽
し
く
交
流

し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
サ

ー
ク
ル
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
。

「ふるさと」のような安心の居場所です

お待ち
してます！

お問い合せ先「まほうの手」
☎356-5984（只野）
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利府町議会のホームページ
もご覧ください

環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
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この議会だよりは1万4600部作成し、１部あたりの印刷製本費は約20円です。

鳳雛とは：将来すぐれた人物になることが期待される子どものこと。
ほう  すう

編集・発行責任者／議長 鈴木 忠美
利 府 町 議 会発 行　

声
VOICE

「町の鳳雛へインタビュー」
インタビューテーマ

　取材のため、腕章を着用した議員が写真撮影に伺う
ことがあります。ご協力をお願いいたします。

議会からのお願い

みんなの議会 傍聴しませんか
次の定例会は、
を予定しています。

９月２日（火）から９月12日（金）

令和６年度
全日本少年少女武道（銃剣道）
錬成大会　第３位（敢闘賞）

全国錬成大会３位入賞、おめでとうございます！
銃剣道に出会ったきっかけはなんですか？

ぎかい

ぎかい
大会に向けてがんばったことを教えてください。

競技の魅力を教えてください。
ぎかい

将来の夢や目標を教えてください。
ぎかい

い　とう の

伊藤はな乃さん
（利府中学校３年生）

　
迫力ある大きい動きが魅力の銃剣道

兄がもともと銃剣道をしていて興味を持ちました。兄の
稽古について行ったとき、周りの方からの勧めもありま
した。

１分間勝ち負け関係なく稽古をした後、１分間休憩して
また相手を変え稽古を繰り返すという、第三稽古があり
ます。相手は年齢や性別に関係なく大人や男性とも組む
のでレベルアップにつながったと思います。

小さい頃と比べてすごく発展していると思います。
自然や遊び場が少なくなっている印象があるので、
バランスを大事にしながら発展してほしいです。

政治は難しいという印象があります。学校の授業で
環境や安全を守っている人がいると知って、将来自
分も関わると思うと少し緊張します。

今習っている銃剣道や今まで学んだことを活かせれ
ばと思います。社会が得意なので社会の先生にちょっ
と興味があります。

剣道の竹刀とは違って長い木銃というものを使いま
す。迫力のある大きい動きが魅力です。瞬時の判断力
と素早い反応が求められるので集中力と精神力を鍛え
られます。また、武道なので相手を敬う礼節を身に付
けることができると思います。

ぎかい大人を相手に練習をしているのですね！さらに強くなって
ほしいと思います。
利府町がこれからどのように発展してほしいですか？

ぎかい
政治や選挙などに関心はありますか？


